別記様式第２号（第６条関係）
第３弾東広島市物価高騰対応チャレンジ事業計画書
１　申請者の概要
	氏名又は名称
	株式会社のん太の食堂

	代表者の
役職及び氏名
	代表取締役　東広　のん太

	所在地
	（〒７３９－８６０１）
東広島市西条栄町８－２９

	業種
	飲食業

	資本金
	３００万円
	従業員数
	５人

	電話番号
	０８２－４２０－０９２１

	メールアドレス
	Hgh200921@city.higashihiroshima.lg.jp


２　計画の内容
	（１）現在の事業内容、経営状況
　・西条駅周辺で「のん太の食堂」を経営している。
・従業員は副店長１名、正社員４名、パート・アルバイト５名である。
　・当店の強みは、日本酒の種類が充実していることであり、西条のお酒を中心に３０銘柄以上揃えている。また、地元の食材を活用した料理を提供しており、市内の方だけでなく、観光客にも多く来店いただいている。
　・昨年度、高価格帯の地産メニュー開発による値上げを実施し売上は増加した。
・昨年度はアルバイトを募集しても集まらないため相場よりも高い賃上げを行った。


	（２）物価高騰の影響について
　・物価高騰により、食材の仕入れ価格が大きく上昇するとともに、電気料金が前年比２０％増加、ガス代は前年比２５％増加した。
・高価格帯の地産メニュー開発でインバウンド観光客を集客し、売上は上昇しているが、原価率の大幅な増加、人手不足への対応として行った賃上げにより、売上の上昇以上に利益が圧迫されている。


	（３）取組区分及び取り組み内容
【取組区分】※該当に☑してください。
□①効率化・生産性向上設備導入枠　
■②省エネ設備更新枠
■③ＬＥＤ照明設備導入枠
※①と②は併用不可。

	【取り組み内容】（選択した取組区分ごとに記入してください）

	

	取組区分
	内容

	①効率化・生産性向上設備導入枠
②省エネ設備更新枠
	※②にあっては必ず更新前後の比較をしてください。

＜課題＞
・現在使用している電気式業務用フライヤーは開業時から使用している旧型機であり、消費電力が大きい。
・電気料金高騰の影響を受け、光熱費増加の主要因となっている。
＜取り組み内容＞
・省エネ性能の高い最新型の電気式フライヤー（高効率電気ヒーターユニット搭載）へ更新する。
・新機種は、待機時の電力消費を大幅に抑える機能を備えており、非調理時間の電力削減が期待できる。

・さらに、温度調節が無段階で高効率化されているため、必要な熱量だけを自動調整して供給でき、調理時の電力使用を最適化できる。

・これらにより、光熱費削減と省エネ効果の両立が見込まれ、店舗運営コストの軽減につながる。
項目

導入前

導入後

型式

旧型電気ヒーター式

高効率電気ヒーターユニット搭載型

年間消費電力

約5,000 kWh

約3,300 kWh

削減率

―

約34％削減

昇温性能

遅い

高効率で昇温が早い

保温性能

熱損失が大きく、待機時の電力が大きい

待機時の電力使用を大幅削減

温度調整

旧型のため精度が低い

無段階高精度の温度調節が可能


	③ＬＥＤ照明設備導入枠
	※必ず更新前後の比較をしてください。
・客席部分（約６０席）の蛍光灯２８基について、すべて省エネ性能の高いＬＥＤ照明に更新する。

・既存器具は安定器を内蔵しており、経年劣化により電力効率が低下しているため、安定器撤去工事を含む本体交換を実施する。

・更新前後の比較は以下のとおり、ＬＥＤ化により照度の均一化、色温度の安定化、省エネ性能の向上が期待できる。
【導入前後の比較（照明器具）】
項目

導入前(蛍光灯)
導入後(LED照明)
使用灯数
28 基

28 基

消費電力（1基あたり）

約90W

約40W

年間消費電力

約2,520 kWh

約1,120 kWh

安定器

必要

不要

設備寿命

約8,000時間

約40,000時間以上

保守

交換頻度が高い

長寿命で保守軽減



	（４）今回の取り組みがもたらす効果（見込み）
　※根拠に基づいて、売上増加額、人件費削減額、電気料金削減額など、可能な限り定量的に示してください。
　＜②省エネ設備更新枠の取組効果＞

メーカー資料を基に試算した結果、年間の消費電力および電気料金の削減効果は次のとおり。

【消費電力】
導入前：５，０００ｋＷｈ／年

導入後：３，３００ｋＷｈ／年

＝約３４％の削減（▲１，７００ｋＷｈ）
【電気料金（＠３０円／ｋＷｈで試算）】

導入前：１５０，０００円／年

導入後：９９，０００円／年

＝年間５１，０００円の削減を見込む。
＜③ＬＥＤ照明設備導入枠の取組み効果＞
メーカー資料を基にした試算では、ＬＥＤ化により年間の消費電力及び電気料金は次のとおり。また、消費電力の削減に加え、ＬＥＤ照明は寿命が約５倍に伸びるため、ランプ交換作業や交換費用の削減にもつながる。

【消費電力】

導入前：約２，５２０ ｋＷｈ／年 

導入後：約１，１２０ｋＷｈ／年（▲56％）

【電気料金（＠３０円／ｋＷｈで試算）】

導入前：約７５，６００円／年 
導入後：約３３，６００円／年

　　＝年間約４２，０００円の削減を見込む



３　支出経費明細　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【①効率化・生産性向上設備導入枠、②省エネ設備更新枠】

	取組区分
	費目
	内容
	対象経費（税抜）

	②
	機械・器具費
	高効率電気式フライヤー
	650,000円

	
	
	
	

	
	
	
	

	対象経費合計(A)
	650,000円

	補助金申請額(B)【対象経費合計(A)×２／３】　※千円未満切捨て
	433,000円


※必要に応じて行を追加してください。
※取組区分及び費目は次の「◆取組区分及び費目一覧」から選択してください。
※補助申請額の上限は①は９０万円、②は５０万円です。
【③ＬＥＤ照明設備導入枠】
	取組区分
	費目
	内容
	対象経費（税抜）

	③
	本工事費
	LED照明器具本体（40W相当：温白色）
	280,000円

	③
	附帯工事費
	安定期交換・撤去・器具本体工事
	140,000円

	③
	設備費
	取付金具・絶縁部材・配線材
	30,000円

	③
	測量・試験費
	点灯・絶縁試験、照度確認
	15,000円

	
	
	
	

	対象経費合計(C)
	465,000円

	補助金申請額(D)【対象経費合計(C)×１／２】　※千円未満切捨て
	232,000円


※必要に応じて行を追加してください。
※取組区分及び費目は次の「◆取組区分及び費目一覧」から選択してください。
※補助金申請額の上限は５０万円です。
４　合計補助額
【①効率化・生産性向上設備導入枠、②省エネ設備更新枠】＝(B)433,000円
【③ＬＥＤ照明設備導入枠】　　　　　　　　　　　　　　＝(D)232,000円
【補助金合計額】　　　　　　　　　　　　　　　(B)＋(D)＝665,000円
取組区分及び費目一覧
	補助対象事業
	費目
	備考

	(１) 効率化・生産性向上設備導入枠
	機械器具費、施設改修費、システム導入費、指導・調査費
	補助対象経費は、当該補助事業の実施に直接必要かつ不可欠な費用に限るものとし、補助事業以外の用途に供する備品、資材、器具、工具、機械設備その他の汎用品の購入費は対象外とする。
・太陽光発電設備、リチウムイオン電池システムは対象外とする。

	(２) 省エネ設備更新枠
	機械器具費、施設改修費、システム導入費、指導・調査費
	

	(３) ＬＥＤ照明設備導入枠
	ＬＥＤ照明設備の設置に係る本工事費、附帯工事費その他のＬＥＤ照明設備の設置に要する工事費、機械器具費、測量及び試験費、設備費、業務費及び事務費
	


４　パートナーシップ構築宣言
　　　令和８年３月に　　実施済み　・　実施予定

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
※申請支援機関記入欄
□事業計画書の内容を確認しました。

	受付日
	
	連絡先
	

	申請支援機関名
	
	担当者
	


事業概要、商品・サービスの内容、現在の経営状況等を具体的に記入ください





新しい取り組みによって、どの程度効果が見込めるか（売上・利益の増加や経費削減、生産性向上等）を定量的（金額）で明確に記載ください。








